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校 長室 よ り

２ 学 期 を デ ザ イ ン す る ！

いよ い よ ２ 学期 が 始 ま りま し た 。気 持 ち を 新た に 、 張 りき っ て 学 校生 活 を 送り ま し ょ う。

未来 を 創 造 する た め に は、 「 振 り返 り 」 が 大切 で す 。 みな さ ん は 、１ 学 期 の終 業 式 で お

話 した 内 容 を どの く ら い 思い 出 せ るで し ょ う か？

秋田 県 知 事 佐竹 敬 久 （ さた け の りひ さ ） さ んの こ と 。 鳥海 登 山 で 生徒 の み なさ ん が か け

て くれ た 言 葉 につ い て 。 自分 で 決 めた 目 標 に 向か っ て 頑 張れ ば 、 達 成感 を 得 るこ と が で き

る とい う こ と など 。 メ モ 書き 等 を もう 一 度 見 直し ま し ょ う。 仁 賀 保 高校 の オ リジ ナ ル 生 徒

手 帳を 活 用 し て、 記 録 し た言 葉 を 記憶 に 留 め る習 慣 を 身 につ け ま し ょう 。

さて 、 題 名 にあ る ２ 学 期を 「 ｄ ｅｓ ｉ ｇ ｎ 」す る と は どう い う こ とで し ょ うか ？

「 ｄｅ ＝ 下 に 、ｓ ｉ ｇ ｎ ＝印 を つ ける 」 と い う意 味 と 定 義す る 時 、 みな さ ん は「 デ ザ イ

ン 」を ど う 考 えま す か ？

「下 に 印 を つけ る 」 か らど ん な 発想 が 生 ま れる で し ょ うか ？

図案 、 下 絵 、下 書 き 、 設計 （ 図 ）、 模 様 、 構想 、 計 画 、企 画 、 陰 謀… … 。 デザ イ ン と い

う 言葉 か ら 、 美術 や 服 飾 デザ イ ナ ーを イ メ ー ジす る 人 も いる と 思 い ます 。

２学 期 は ８ 月２ １ 日 （ 水） に 始 まり 、 終 業 式は １ ２ 月 ２０ 日 （ 金 ）ま で の 長丁 場 。 途 中、

中 間考 査 が １ ０月 １ ５ 日 （火 ） ～ １７ 日 （ 木 ）に あ り ま す。 前 半 の 約４ ０ 日 間で 、 何 を ど

の よう に 学 ぶ か、 見 通 し を立 て ま しょ う 。 球 技大 会 、 イ ンタ ー ン シ ップ 、 就 職・ 進 学 活 動、

各 部活 動 の 新 人戦 、 仁 高 祭な ど 、 学校 行 事 や 校外 活 動 も 多く 、 ４ ０ 日を 短 い スパ ン （ 例 え

ば １０ 日 区 分 の４ 期 ） に して 計 画 を立 て ま し ょう 。 特 に 苦手 な 教 科 や科 目 を 一つ 克 服 す る

目 標を 立 て て くだ さ い 。 欲張 る 必 要は あ り ま せん 。 一 つ でい い か ら 必ず 実 行 しま し ょ う 。

家 族 や 地 域 に 感 謝 す る 学 期 に し よ う ！

appreciation＝ 「 感 謝 」の 気 持 ちを 持 っ て 周囲 の 人 と 接し ま し ょ う。 仁 賀 保高 校 の 生 徒

に は、 常 に 「 感謝 」 の 二 文字 を 意 識し て 行 動 して ほ し い と思 っ て い ます 。 学 校行 事 や 部 活

動 等で 、 地 域 の様 々 な 行 事や イ ベ ント に 参 加 して い る 時 、「 参 加 さ せて い た だい て い る 」

と いう 気 持 ち で行 動 し ま しょ う 。 「ボ ラ ン テ ィア 活 動 は 何の た め に する の か 」と 言 う 問 い

か け（ Ｇ ） に つい て 、 ど う答 え ま すか 。 あ る 生徒 は 、 『 実際 に 活 動 （探 究 ＝ Ｔ） し た ら 、

「 あり が と う 」と 笑 顔 で 感謝 さ れ 、清 々 し い 気持 ち の 自 分を 発 見 （ Ｈ） で き まし た 』 と 言

っ てい ま す 。 ボラ ン テ ィ ア活 動 に よっ て 、 生 徒自 身 の 大 きな 成 長 が 判る 発 言 です 。

仁 賀 保 生 の 未 来 を 拓 く ｋ ｅ ｙ ｗ ｏ ｒ ｄ ｓ ！

★ ア イ コ ンタ ク ト （ ｉ con t act） を 心 がけ て く だ さい 。 目 と 目で 通 じ 合う の み な

ら ず 、 「 よく 考 え て 行動 す る 」と い う 意 味を 理 解 し て活 動 し ま しょ う 。

★ メ モ を とる 習 慣 を 確立 し ま しょ う 。 生 徒手 帳 を フ ル活 用 し て くだ さ い 。メ モ を と

る 習 慣 は 、将 来 必 ず 役に 立 ち ます 。

★ 意 識 力 ＝意 思 ・ 意 志（ 瞬 間 ）＋ 気 力 （ 持続 ） で す 。意 識 力 を 育成 す る こと で 、 学

ぶ 力 が 増 幅し ま す 。 考え た こ とを 継 続 し てや り 抜 き まし ょ う 。

★ Ｇ Ｔ Ｈ は、 「 疑 問 →探 究 → 発見 」 と い う学 び の 方 程式 で す 。

★ 「 自 己 有用 感 」 を 高め て く ださ い 。 そ のた め に あ なた は 何 に 挑戦 し ま すか ?

自 分 が 誰か の 役 に たつ た め には 、 感 謝 の心 と 自 己 肯定 感 を 持 つこ と が 大切 で す ！


